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機械器具 25 医療用鏡 
一般医療機器 組織収納サック 70169000 

レトリバーバッグ（メモリーワイヤータイプ） 
再使用禁止 
 

【禁忌・禁止】 

再使用禁止 

 
【形状・構造及び原理等】 

1． 形状・構造 
 
 

 
 

2． 原材料 
ポリウレタン、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレン 

 
3． 原理 

内視鏡下の手術で腹腔内に挿入する器具で、分離した組織の分

散を防ぎ、組織を隔離・収納するために用いる。 
 
【使用目的又は効果】 

内視鏡下の手術で腹腔内に挿入する器具で、分離した組織の分散

を防ぎ、組織を隔離・収納するために用いる。 
 

【使用方法等】 

1. 滅菌包装から取り出し、本品をトロッカースリーブ（10 ㎜－

12 ㎜用）を通して、腹腔内へ挿入する。 
2. シリンジを押す要領でインナーイントロデューサーを押し下

げると体腔にバッグが展開される。先端が鈍的な内視鏡用鉗

子（アドテックナミナミ鉗子等）を用いて、バッグを適切な

形状にする。 
3. 標本組織をバッグに入れる。 
4. 標本組織全体がバッグに入ったら、メモリーワイヤーの先端

部を内視鏡用鉗子で把持し、別の内視鏡用鉗子でメモリーワ

イヤーのディスタルエンドを把持してメモリーワイヤー先端

部を締め込んでいくとバッグの開口部が閉じる。 
5. メモリーワイヤー先端部を内視鏡用鉗子で把持して、バッグ

をトロッカー穿刺部位まで誘導する。内視鏡用鉗子でメモリ

ーワイヤー先端部を把持したまま、トロッカーを掴んで、ま

とめて穿刺部位から抜去し、標本の入ったバッグを穿刺部位

から抜去する。標本が入ったバッグをそのままの状態で取り

出せない場合は、バッグが取り出せるように注意して穿刺部

位を拡張する。 
 

＜使用方法等に関連する使用上の注意＞ 

· 本品の開口部が完全に閉鎖できない標本組織への使用禁止。 
· 使用前に、傷や破損等がないかよく確認すること。 
· バッグ全体を体外へ取り出す際、異常な抵抗（バッグ全体

が伸びてしまっている状態など）を感じた場合は、無理に

取り出さないこと。［バッグが破けて内容物が漏れる恐れが

あるため］ 
· 一旦バッグを閉じると、バッグを元の状態に容易に再開口

はできない。 
· 標本が入ったバッグをそのままの状態で取り出せない場合

は、バッグが取り出せるように注意して穿刺部位を拡張す

る。 
· バッグが鋭利な器具、電気メス等と接触しないように注意

すること。 
 
 

【使用上の注意】 
1. 不具合・有害事象 
以下の不具合・有害事象が発現する可能性がある。 
 
[重大な不具合] 

 バッグの破損 
 メモリーワイヤー切れ 

 
[重大な有害事象] 

以下のような有害事象が発現した場合は、直ちに適切な処置を行

うこと。 
 不適切な取り扱い、使用方法により軟部組織、内臓の損傷 
 バッグに対して大きすぎる標本を回収した場合の内容物の

漏れ 

 破損した機械器具の破片の体内留置 
 
【保管方法及び有効期間等】 

1. 保管方法 
· 高温、多湿、直射日光および水ぬれを避けて保管すること。 
· 包装材料に傷をつけたり、ピンホールを生じさせたりしな

いように取り扱うこと。 
 
2. 使用期限 
・ 使用期限は外箱に記載（自己認証による） 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売元：ビー・ブラウンエースクラップ株式会社 
問い合わせ窓口：マーケティング部 TEL (03) 3814-2522 
製造元：エースクラップ社、ドイツ 
   Aesculap AG 

メモリーワイヤー 

バッグ 

ディスタルエンド側 

インナーイントロデューサー 


